
積算基準類の改定①特集 積算基準類の改定①

1.　はじめに

国土交通省では，実態調査等に基づき，必要に
応じて直轄土木工事・業務に適用する積算基準等
を改定しています。今般，令和 8年度から適用す
る新基準等として，担い手の確保のための働き方
改革・処遇改善，公共工事に従事する者の労働環
境の改善や円滑な施工体制の確保など，現場の実
態を踏まえた各種改定を行いました。本稿では，
これらの主な基準改定の概要を紹介します。

2.　�直轄土木工事等における�
主な積算改定項目

⑴　建設業における多様な働き方の実現に向けた
支援
直轄工事における試行を通じて，建設業は完全
週休 2日を含む週休 2日が可能な業界であること
を確認しました。今後は，地域の実情や現場の状況
等により，多様な働き方が求められている状況を
踏まえ，最新の知見・技術を総動員した多様な働
き方の実現を目指していきます（直轄土木工事は
「工事における週休 2日の取得に要する費用の計
上について（試行）」等による試行は完了。図－ 1）。

令和 8年度 国土交通省土木工事・
業務の積算基準等の改定について

国土交通省 大臣官房 技術調査課

図－ 1　建設業における多様な働き方の実現に向けた支援

6 建設マネジメント技術　　2026 年 4 月号

建マネ2604_03_特集_1_三.indd   6建マネ2604_03_特集_1_三.indd   6 2026/04/03   10:132026/04/03   10:13



特集積算基準類の改定①積算基準類の改定①

また，多様な働き方の一環として，「建設工事
における猛暑対策サポートパッケージ」に基づ
き，猛暑対策を支援していきます（図－ 2）。

⑵　一般管理費等率の改定
最新の本社経費の実態を反映し，一般管理費等

率を改定しました（図－ 3）。
引き続き，適正な利潤が確保されるよう実態調

査を継続していくとともに，公共工事に従事する
者に対して適正な額の賃金が支払われるよう，賃
金・労働時間等の実態調査の取組を強化していき
ます。

⑶　現場環境改善費の実施内容の見直しと拡充
昨今の建設業を取り巻く状況を踏まえ，実施す
る内容（率計上分）を見直しました。また，より

図－ 2　建設工事における猛暑対策サポートパッケージ【概要版】（令和 7年 12月 23日公表）

図－ 3　一般管理費等率の改定
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効果的な現場環境改善が図られるよう，実施内容
の絞り込みを行うとともに，熱中症対策・防寒対
策への充当を強化しました（図－ 4）。

⑷　快適トイレの費用計上の拡充
最新の調査実態を踏まえ，上限額を見直すとと

もに，更なる現場環境改善の推進の観点から，上

限基数を撤廃しました（設置基数は，現場毎に必
要性を協議の上，決定。図－ 5）。

⑸　移動時間，作業休止時間等を踏まえた歩掛改定
資材基地等から現場への移動時間を適切に反映
できるよう，令和 4年度に調査表の全面見直しを
実施しました。

図－ 4　現場環境改善費の実施内容の見直しと拡充

図－ 5　快適トイレの費用計上の拡充
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令和 7年度は，トンネル工事や砂防工事等にお
いても現場移動等により実作業時間が短くなり，
日当たり施工量が減少している傾向が見られたこ
とから，令和 8年度の歩掛改定に反映しました。
また，建設機械を日々回送して使用する工種に
おいて，実作業時間が短くなり，日当たり施工量
が減少している傾向が見られたことから，歩掛改
定に反映しました。
更に，建設現場の作業管理として行われている
作業休止時間が増えたことにより実作業時間が短
くなり，日当たり施工量が減少している傾向が見

られたことから，歩掛改定に反映しました（図－
6）。

⑹　施工規模に応じた標準歩掛（小規模歩掛等）
の設定
標準歩掛の適用可否の判断がしやすいように，
適用範囲及び施工方法などを詳細化しました（図
－ 7）。
また，維持修繕等に関係する工種で小規模施工
を考慮して歩掛改定に反映しました（図－ 8）。

図－ 6　移動時間，作業休止時間等を踏まえた歩掛改定

　本資料は，維持修繕アスファルト舗装工のうち，舗装版とりこわしから舗装までを急速施工する現道打換え工事
に適用する。ただし，交差点内の施工を含みかつ従道路側の交通規制を伴う交差点部の施工に際し，交差点部を小
規模に分割し施工する場合は，当該交差点部分のみ別途考慮する。
　舗装版とは，コンクリート層及びアスファルト層を総称していう。

１.　適　用　範　囲

１－１　適用出来る範囲
　（１）日当たり平均作業量が50m2以上420m2以下の場合

１－２　適用出来ない範囲
　（１）急速施工（舗装版とりこわしから舗装までを1日で完了する施工）ではない場合
　（２）舗装版破砕工（舗装版のとりこわし及び掘削積込）のみを施工する場合
　（３）排水性舗装，シックリフト工法，ＱＲＰ工法等を施工する場合

図－ 7　施工規模に応じた標準歩掛（小規模歩掛等）の設定（道路打換え工の例）
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3.　円滑な施工体制の確保

⑴　大規模災害の被災地における復興係数・復興
歩掛
令和 6年能登半島地震（石川県内）の被災地に
おいては，工事における作業効率の低下が確認さ
れたことから，実態調査結果を踏まえ，歩掛の日
当たり標準作業量の補正（復興歩掛）を新たに設
定します（図－ 9）。
その他，平成 23 年東日本大震災（岩手・宮城・

福島県内），平成 28 年熊本地震（熊本県内）の被
災地においても，実態調査結果を踏まえ，間接工
事費の補正（復興係数）や歩掛の日当たり標準作
業量の補正（復興歩掛）を設定します。

⑵　品確法を踏まえた災害協定に基づく労災保険
等の積算
保険料については，品確法に適合した保険契約
実績が少ないことなどから，当面は受注者（また
は契約予定者）から当該保険料に関する見積りを
徴収し，現場管理費に上乗せ計上することで積算
に反映するものとします。

図－ 8　施工規模に応じた標準歩掛（小規模歩掛等）の設定（トンネル補修工の例）

図－ 9　大規模災害の被災地における復興係数・復興歩掛（石川県）
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4.　�その他の現場実態を踏まえた�
改定等

⑴　市場単価の一部廃止
以下に示す市場単価 3工種については，良好な
取引が行われたデータの収集が困難になってきて
いることから，市場単価方式による単価設定を廃
止します。なお，鉄筋工，ガス圧接工は「土木工
事標準歩掛」に移行します。
①鉄筋工，②ガス圧接工，③軟弱地盤処理工

⑵　維持・修繕工事の積算等における留意事項
維持修繕工事における積算等の改善方策につい
て，受発注者アンケート及びヒアリングを踏ま
え，「維持・修繕工事の適切な積算の実施等に向
けた留意事項」をとりまとめました（図－ 10）。

5.　おわりに

建設業が新 4 K，「給与がよく，休暇が取れ，
希望が持てる」そして「かっこいい」魅力的な産
業となり，「地域の守り手」としての重要な役割
を担い続けていただくことが重要です。
第三次・担い手 3法の全面施行を踏まえ，担い
手の確保，地域建設業等の維持，生産性向上など
をより一層推進していくためにも，最新の知見・
技術を総動員した多様な働き方の実現の支援に向
け，公共工事等の実施の実態等を的確に反映した
積算基準等の改定や労働環境の改善に努めてまい
ります。

図－ 10　維持・修繕工事の積算等における留意事項
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